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古墳時代後期の乙訓地域における埴輪生産の一様相

山 口　等 悟

　　　は じ め に

　乙訓地域は山城盆地の一部として桂川右岸に広がる地域であり、古墳時代を通じて多くの古

墳が築かれてきた。古墳時代後期においても多くの古墳で埴輪が採用され、これらについての

編年や生産体制の研究事例が積み重ねられてきた。近年では、原田昌浩が物集女車塚古墳出土

埴輪の分析を中心に古墳間での工人移動の様相を炙り出している（原田 2017）。

　本稿では、昨今の調査成果も踏まえたうえで、地域内外との交流という観点から古墳時代後

期の乙訓地域における生産体制を考察する。

　　　１．乙訓地域の出土埴輪の様相

図１　乙訓地域の後期埴輪出土遺跡分布

　乙訓地域は山城地域のうち桂川右岸域に位置

する地域であり、古墳時代前期以降、向日丘陵

を中心に乙訓古墳群が展開する（図１）。乙訓

古墳群のうち古墳時代後期に位置づけられ調査

などが進む古墳としては、物集女車塚古墳、芝

１号墳、井ノ内車塚古墳、井ノ内稲荷塚古墳、

舞塚１号墳、塚本古墳などがあげられ、このう

ち井ノ内稲荷塚古墳を除いて埴輪が採用され

る(1)。

物集女車塚古墳　向日市物集女車塚古墳は向日

丘陵から東に伸びた段丘の先端部に位置する墳

丘長 46m の前方後円墳である。埋葬施設は後円

部に全長 11 ｍの右片袖式横穴式石室を有し、

二上山白石の組合式家形石棺を石室主軸と直交

に安置する。石室内からは玉類などの装身具、

倭系装飾太刀、捩り環頭太刀などの武器・武具
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１：物集女車塚古墳

２：芝１号墳

３：井ノ内車塚古墳

４：舞塚１号墳

５：塚本古墳　
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類、鉄製および金銅装の馬具といった副葬品が豊富に出土しており、石室構造、副葬品、埴輪

の様相がそろう貴重な事例といえる。また、出土須恵器から MT85 型式期の築造時期が判断さ

れる（秋山・山中編 1988）。

　埴輪は墳丘上のうち、墳頂とテラス部、造出しに確認される。円筒埴輪のほか、蓋形埴輪や

石見型埴輪ないし盾形埴輪と思しき破片も存在する。円筒埴輪はほぼ破片資料であるが４条５

段構成に復元され、２、４段目に円形スカシ孔を千鳥状に配するスカシ孔配置（以下、スカシ

孔非隣接段タイプ（木村 2019）と呼称）を採る。外面は一次調整のナナメハケ、内面にはナ

デを施し、最下段突帯を断続ナデ技法Ｂで成形する（図２－１）。底部調整にはハケメ工具を

用いて押圧を行っている。また、これらの円筒埴輪は、底部から口縁部まで粘土紐を一気に積

み上げる畿内Ⅴ群埴輪に一般的な一括成形を用いず、粘土紐積み上げ単位を４回繰り返す成形

技法が採用されている（原田 2017）。

　さて、物集女車塚古墳で主体を占める断続ナデ技法Ｂを採用する一群に対し、回転ヨコハケ

やタタキを施す破片も少数ながら確認されている（東影 2006・2008：図２－２）。尾張系埴輪

の特徴を有する一群と思われるが、全体の形状も定かではないため、尾張地域のものとどれほ

ど共通するかは不明である。形象埴輪も破片資料のみであるが、蓋形埴輪の形状や半裁竹簡に

よる沈線の存在などから(2)尾張地域の製作技法は看取できず、畿内の工人が製作したものとい

える（図２－３・４）。すなわち、物集女車塚古墳では断続ナデ技法Ｂを用いる円筒埴輪工人

集団とそれに関連する形象埴輪工人が主体的に製作にあたり、尾張系の円筒埴輪がごく客体的

に供給される状況が読み取れる。

芝１号墳　芝１号墳は、京都市西京区から長岡京市にかけて分布する芝古墳群を構成する一基

であり、古墳群唯一の前方後円墳である。墳丘長は 32 ｍで、後円部中央に右片袖式横穴式石

図２　物集女車塚古墳出土埴輪
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図３　円筒埴輪口縁部におけるＵ字状刳り込み（左：芝１号墳、右：井ノ内車塚古墳）

室を有する。石室形態や出土須恵器から MT15 型式期に比定され、乙訓地域において最古級の

横穴式石室墳として位置づけられる（熊井 2018）。

　出土埴輪は、墳丘上や周溝から検出されているほか、石室羨道の南東側に位置する墓道で原

位置を保って確認されている。大半は円筒埴輪からなり、胎土はやや粗く、全形が確認できる

ものから４条５段構成で円形スカシ孔を２・３・４段目に千鳥状に穿つスカシ孔配置（以下、

スカシ孔隣接段タイプ（木村理2019）と呼称）に復元される。いずれも外面調整にナナメハケ、

突帯成形に断続ナデ技法Ａを採用する点で共通するが、ごくわずかに体部外面にヨコハケを施

す個体も散見される。芝１号墳の円筒埴輪で注目すべきは、右上がりに施されるナナメハケが

多くみられる点、口縁部にＵ字状の刳り込みを穿孔する個体がわずかに確認できる点である（図

３）。前者の右上がりのナナメハケは、器面を時計回りに回しながら左手でハケメ工具を使用

していたことを示しており、左利きの工人が芝１号墳の工人集団に編成されていた可能性が高

い。底部調整は内外面にケズリを行うもの、内面のみにケズリを施すもの、調整を行わないも

のに分類できるが、ケズリを行う個体が過半数を占める。

　形象埴輪と思しき破片はわずかであるため判別が困難であるが、円筒基部とみられる破片が

確認されている。ユビオサエによる貼付押圧突帯を有し、東影の分類における２類型（東影

2010）の基部倒立技法を採用している可能性のある個体である(3)。

井ノ内車塚古墳　長岡京市井ノ内車塚古墳は、芝１号墳、井ノ内稲荷塚古墳と指呼の距離に位

置する全長約 39 ｍの前方後円墳である。後世の攪乱によって大きく情報が失われているもの

の、近年の調査において右片袖式と思しき横穴式石室が検出されている。出土須恵器などから

TK10 型式期に位置づけられ、芝１号墳にわずかに後出するとみられる（中島ほか 2021）。

　埴輪は、前方部東側裾部および造出し周辺の周溝埋土から出土しており、特に造出し周辺で

は円筒埴輪のほか、石見型、家、蓋、靫、人物、動物など多様な器種の形象埴輪が確認される。

円筒埴輪はいずれも３条４段構成で２・３段目に互い違いにスカシ孔を穿孔するものであり、

外面ナナメハケ、断続ナデ技法Ａによる突帯成形も共通してみられる。底部調整に板押圧をお
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こなう個体もみられるものの、底部が面をもち、顕著には施されない一群が主体的に看取でき

る。さらに、当古墳の円筒埴輪においても右上がりのナナメハケによる外面調整や、Ｕ字状の

刳り込みをもつ口縁部を認めることができ、前述の芝１号墳の出土埴輪と高い共通性をもつこ

とを想定できよう。また、「△」や「◇」字のヘラ記号も確認される。

0 20cm

１～３：芝１号墳

４～７：井ノ内車塚古墳

８・９：舞塚１号墳

図４　乙訓地域の出土埴輪
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図５　塚本古墳出土埴輪

　続いて形象埴輪には豊富な器種組成が確認できるが、このうち製作技法等が詳細に見て取れ

るのは、家形埴輪と石見型埴輪であろう。井ノ内車塚古墳の家形埴輪は入母屋造のもので、壁

体部と下屋根を一括成形で、下屋根と上屋根を分割焼成でそれぞれ製作する(4)。石見型埴輪は

３個体が確認されるが、いずれも文様をもたない無分割型（和田 2006）であり(5)、円筒部の上

辺に支持粘土帯を接合して形象部上部と円筒部を補強している。また、石見型埴輪に伴うとみ

られる円筒基部は２条以上の突帯で底部に貼付押圧突帯を有する 2b 類型の倒立技法であるこ

とが指摘できる。

舞塚１号墳　長岡京市舞塚１号墳は低位段丘上に立地する墳丘長 39 ｍの帆立貝形前方後円墳

である。墳丘は完全に削平を受けており、埋葬施設等は不明である。出土須恵器から TK47 型

式期の築造時期が想定される（山本 1991）。

　円筒埴輪および人物埴輪が周溝内より出土している。円筒埴輪は３条４段に復元できるもの

と、４条５段以上になる可能性のあるものがあり、うち４条５段のものは隣接段タイプのスカ

シ孔配置を採る。外面調整はナナメハケ、内面調整はナデが主体で、断続ナデ技法Ａによる突

帯成形を採用するが、底部調整は観察できない。また、口縁部に「△」のヘラ記号を持つ個体

が数点存在する。

塚本古墳　長岡京塚本古墳は小畑川に形成される緩扇状地状に立地する墳丘長約 30 ｍの前方

0 20cm

後円墳である。長岡京の造営時に墳丘

が削平され周溝も埋没しており、埋葬

施設も不明である（木村泰2010 ほか）。

　周溝内からは埴輪、須恵器類が出土

している。埴輪は円筒埴輪のほか、家、

石見型、蓋、剣、動物など豊富な器種

からなる（図５）。円筒埴輪は４条５

段構成、隣接段スカシ孔配置で外面に

はタテハケ調整を採り、突帯はいずれ

も断続ナデ技法Ａによって成形する。

内面調整は口縁部付近をハケで調整す

る。底部調整は板状工具によるナデや

押圧を主体とし、底面を調整せず顕著

ではない。他方、少数ながら内面にケ

ズリを採用する個体も存在する。口縁

部には「×」、「△」、「◇」といったヘ

ラ記号が確認される。また、わずかに
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右上がりのナナメハケによる外面調整も認められ、芝１号墳や井ノ内車塚古墳と同様に左利き

工人が生産にあたっていた可能性も指摘できる。

　さて、塚本古墳の形象埴輪のうち全形が把握できるものは家形埴輪、石見型埴輪、蓋形埴輪

である(6)。家形埴輪は、３条の突帯を有し、壁体部と屋根を一体で成形する大型の寄棟造のも

ので、宇治市莵道門ノ前古墳例とよく似た形態であることが指摘される（東影 2018）。石見型

埴輪は複数個体が存在し、それぞれ文様もやや異なるが、いずれも中央分割帯に線刻の入る２

分割型であり上辺に粘土帯を付加する点、円筒部の口縁部に粘土帯での補強を行わない点が共

通する。また、蓋形埴輪は粘土板接合タイプで切り込みの入ったＵ字形の頂部が２つ横並びに

なる飾り板を有し、小栗明彦の分類におけるⅧ c類に相当する（小栗 2007）。

　　　２．乙訓地域における円筒埴輪生産と系統

　以上、乙訓地域における各古墳の埴輪の様相を述べてきた。特に円筒埴輪からは、断続ナデ

技法Ｂを採用する一群を主体とする物集女車塚古墳と、断続ナデ技法Ｂを採用せず底部ケズリ、

ないし底部調整を明確に施さない一群からなるその他というように大きく二分することができ

る。とりわけ、後者のうち芝１号墳、井ノ内車塚古墳、塚本古墳では右上がりのハケを施す左

利きの工人による製作が認められ、さらに芝１号墳、井ノ内車塚古墳の両者では口縁部にＵ字

状の刳り込みがみられる点(7)が共通する。古墳間でハケメパターンの一致は確認できなかった

ものの、これらの技法の共通性は同一の工人集団による製作を反映したものと理解できる。

　しかしながら、古墳ごとの製作技法を比較すると、その割合には差異がみられる。破片数か

ら底部調整の割合を分析したところ、芝１号墳では板押圧が５％、ケズリが 72％（うち内面

ケズリのみでは 28％）、無調整のものが 22％と、ケズリが卓越するのに対し、塚本古墳では板

押圧 59％、ケズリ９％、無調整 32％であり、井ノ内車塚古墳では板押圧 43％、無調整 57％と、

後二者ではケズリを採用する個体が僅少で、板押圧と無調整が半数ずつ存在した（図６）。また、

外面に右上がりのハケを施す個体の割合をみると、芝１号墳では 77％と主体を占める一方で、

1
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

芝１号墳
　(n=18)

塚本古墳
　(n=22)

井ノ内車塚古墳
　　　　 (n=7)

板オサエ ケズリ 無
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

芝１号墳
   (n=43)

塚本古墳
   (n=35)

井ノ内車塚古墳
         (n=12)

右利き 左利き

図６　長岡地域の円筒埴輪底部調整 図７　長岡地域の円筒埴輪外面調整方向
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塚本古墳では９％、井ノ内車塚古墳では 17％とその割合は低い（図７）。

　さて、村瀨陸は MT15 ～ TK10 型式期において、時期が下るにつれ底部ケズリの割合が減少

していくことを指摘している（村瀨 2018）。芝１号墳では MT15 型式期、井ノ内車塚古墳では

TK10 型式期の須恵器が出土していることを踏まえると、底部ケズリが卓越する芝１号墳から、

ケズリが減少し板押圧や無調整の底部が増加する塚本古墳、井ノ内車塚古墳という築造順序を

表象している可能性が高いのである。なお、後二者でも底部ケズリがわずかに残り、板押圧が

やや意識される塚本古墳が先行する可能性がある。

　このようにみたとき、左上がりのハケを施す個体の増加は、塚本古墳と井ノ内車塚古墳にお

いて右利きの工人が時期を新たにして工人集団に編成されていることを示す。原田昌浩は、右

上がりのナナメハケの円筒埴輪が天鼓の森古墳や桂川をはさんだ嵯峨野地域に位置する天塚古

墳にもみられることから、山城地域において工人が移動しながら古墳の近隣で生産を行ってい

たと理解する（原田 2017）。ただし、芝１号墳と井ノ内車塚古墳の円筒埴輪の胎土が類似する

ことからしても、少なくとも長岡の小地域における円筒埴輪生産体制は、築造のたびに部分的

に異なる技法をもつ右利き工人が組み込まれ、集団内で製作技法が漸次的に変化していく一系

統による継続的な体制が想定できるのである。このことは芝１号墳の右上がりのナナメハケ個

体の底部がいずれもケズリ調整であったこととも整合的といえるだろう。

　他方、物集女車塚古墳の円筒埴輪はこれらの工人集団と全く系譜を異にする。築造時期がや

や後出する点を踏まえると、物集女車塚古墳の円筒埴輪は地域内の工人集団を引き継がず、築

造に際して他地域との交流のもと新たに工人集団を編成した公算が大きい。断続ナデ技法Ｂを

採用する円筒埴輪は古市古墳群や大和盆地東部、三島地域の古墳に認められ、尾張系の円筒埴

輪は畿内においては淀川流域に展開することから、いずれかからの系譜をたどることができよ

う。

　　　３．乙訓地域における形象埴輪生産と系統

　乙訓地域のうち、形象埴輪の組成が明らかなものとしては塚本古墳と井ノ内車塚古墳があげ

られるが、塚本古墳では寄棟造の家形埴輪や粘土付加を行う２分割型の石見型埴輪からなるの

に対し、井ノ内車塚古墳では入母屋造の家形埴輪や無文の石見型埴輪を採用する。芝１号墳で

は形象埴輪がほとんど見いだせないことを合わせると、同一系統の工人が継続して生産に携わ

る円筒埴輪と、築造ごとに異なる工人が組織される形象埴輪、という二層をもつ埴輪生産体制

がとられていた可能性が指摘できる（図８）。ただし、塚本古墳と井ノ内車塚古墳の形象埴輪

はともに２類型の基部倒立技法を共有することなどから、菅原東遺跡のような同一の地域内の

生産地から工人が導入されている可能性も付しておきたい。
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　　　お わ り に

　本稿では、乙訓地域における古墳時代後期の埴輪生産体制について考察を行った。特に円筒

埴輪の技法に注目し、地域内で異なる工人集団が活動していたことが明らかとなった。物集女

車塚古墳のように、他地域との交流を通じて新たな工人集団が編成される一方、芝１号墳や井

ノ内車塚古墳、塚本古墳では、同一の工人集団が継続的に技法を変化させながら円筒埴輪を製

作していたことが確認された。このような技法の変遷は、古墳間の交流や工人移動の影響を反

映しており、乙訓地域の生産体制の多様性と連続性を示している。今後、さらに南山城地域な

どの周辺地域間の比較研究を進めることで、古墳時代の埴輪生産における工人集団の動態をよ

り深く理解することが求められる。

舞塚１号墳

井ノ内車塚古墳

塚本古墳

芝１号墳

Ⅴ-

１

Ⅴ-

２

TK47

MT15

MT85

TK10

周辺地域

2B 類（新池か）

Ａ類型生産地

（山城南部、

または菅原東か）

円筒埴輪工人集団が継続

右利き工人

ケズリの省力

築造ごとに工人・技術導入

長岡地域 向日丘陵 嵯峨野地域

尾張系工人

（淀川流域）

円筒

形象

形象

物集女車塚古墳

天塚古墳など

円筒 形象

左利き工人の存続

Ｕ字状刳り込み

左利き工人の移動・編成？

主体的に導入

客体的に導入

図８　乙訓地域における埴輪生産体制模式図



古墳時代後期の乙訓地域における埴輪生産の一様相（山口） 459

　また、資料調査、資料掲載に際して、京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課、長岡京
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註

(1)　本稿では田辺昭三による須恵器編年（田辺 1981）および、それを修正した山田邦和による編年（山

田2011）を用いる。TK23・47型式期を古墳時代中期末とし、MT15型式期以降を古墳時代後期とする。

しかし、TK23・47 型式期は断続ナデ技法による突帯製作と底部調整が盛行し始めるⅤ群円筒埴輪

の出現期にあたり、MT15 型式期以降の資料と明確には区別できないことも踏まえ、当該時期の資

料も対象に含める。

(2)　半裁竹簡を用いた形象埴輪の施文は新池遺跡や今城塚古墳、和歌山県井辺八幡山古墳などにみ

られることから、物集女車塚古墳の形象埴輪もこれら地域の影響をもつ一群に含まれる可能性が

ある。

(3)　この個体は円筒埴輪の貼付押圧口縁である可能性もあり、位置づけには慎重を期すべきであろ

う。

(4)　井ノ内車塚古墳出土家形埴輪の下屋根部は平坦面に粘土帯を有し、ソケットＢ類（青柳 2014）

に分類される可能性がある。また、壁体部と下屋根の接合部は付加粘土塊によって補強されており、

特徴的な製作技法である。

(5)　井ノ内車塚古墳の無分割型の石見型埴輪のうち、一点のみ形象部の中央を分割するように簡素

な沈線の入る個体が存在する。これは中央分割帯によって形象部を二分する２分割型を意図した線

刻であり、２分割型と無文の無分割型との系統的つながりを示す可能性があるが、類例に乏しく

即断は避けたい。

(6)　このほか、塚本古墳の剣形埴輪は和田一之輔の検討に詳しい。和田は当例を上方が開放し刳り

込みをもつ把頭、突帯を２条貼り付ける把縁を特徴とする剣形 4a 類に分類しており、奈良県の勢

野茶臼山古墳、荒蒔古墳と共通性をもつ類型であるとする（和田 2019）。

(7)　Ｕ字状の刳り込みは口縁部のうち一か所に穿孔され、スカシ孔と同様刀子によって整形された

ものである。また、乙訓地域以外でも奈良県北花内大塚古墳や市尾墓山古墳など、大和盆地南部

の大型前方後円墳にも類例がみられる。複数地域の前方後円墳にみられる点から、広域な地域間

交流とのかかわりのなかでこの技法をとらえる見解（内藤 2018）もあるが、北花内大塚古墳、市

尾墓山古墳ではともに断続ナデ技法Ｂを採用する埴輪が卓越する点で、乙訓地域の事例との共通

性が見出しにくく、筆者は近接する類似した円筒埴輪を採用する古墳間で認められるということ

を強調したい。
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